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電源モジュールの取り付け

電源装置の概要

スイッチシャーシには2個のスロットがあり、以下の組み合わせの電源装置を搭載できます。

• 2つの AC、2の DCまたは AC-DC電源

• 1台の AC入力電源モジュールまたは 1台の DC入力電源モジュール（残りのスロットは
ブランクカバーのまま）

いずれかの電源スロットが空の状態で使用する場合は、設計どおりの通気を確保するために、

ブランクカバー（部品番号PWR-C4-BLANK、C9K-PWR-C4-BLANK、C9K-PWR-C5-BLANKお
よび PWR-C6-BLANK）がそのスロットに取り付けられている必要があります。

（注）

この表は、電源装置のモデルを示しています。さまざまなスイッチモデルでサポートされる電

源モジュールについて理解するには、電源スロットを参照してください。

説明部品番号

650 W AC電源C9K-PWR-650WAC-R

650 W AC電源C9K-PWR-650WACL-R

950W AC電源PWR-C4-950WAC-R

1600 W AC電源C9K-PWR-1600WAC-R
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説明部品番号

930 W DC電源C9K-PWR-930WDC-R

950 W DC電源C9-PWR-950WDC-R

1600 W DC電源C9K-PWR-1600WDC-R

図 1 : Cisco Catalyst 650W AC入力電源モジュール（C9K-PWR-650WAC-R）

リリースラッチ4ベルクロストラップ1

固定クリップ5PSUファン2

電源ステータスおよび電源障害
LED

6AC電源コードコネクタ3
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図 2 : Cisco Catalyst 650W AC入力電源モジュール（C9K-PWR-650WACL-R）

リリースラッチ4ベルクロストラップ1

固定クリップ5PSUファン2

電源ステータスおよび電源障害
LED

6AC電源コードコネクタ3

図 3 : Cisco Catalyst 950W AC入力電源モジュール
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電源コード保持具4PSU LED1

リリースハンドル5AC入力コネクタ2

PSUファン6リリースラッチ3

図 4 : Cisco Catalyst 1600W AC入力電源モジュール

リリースラッチ4PSUファン1

固定クリップ5リリースハンドル2

AC入力コネクタ6ケーブルタイ3
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図 5 : Cisco Catalyst 930W DC入力電源モジュール

DC+コネクタ4電源コード保持具1

DCコネクタ5リリースハンドル2

リリースラッチ6PSUファン3
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図 6 : Cisco Catalyst 950W DC入力電源モジュール

PSU LED4DC入力コネクタ1

アース端子5リリースハンドル2

リリースラッチ6PSUファン3
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図 7 : Cisco Catalyst 1600W DC入力電源モジュール

リリースハンドル4PSUファン1

リリースラッチ5DC入力コネクタ2

固定クリップ6PSU LED3
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図 8 : Cisco Catalyst 9500シリーズスイッチの電源スロットカバー

リリースハンドル1
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図 9 : Cisco Catalyst 9500ハイパフォーマンス C9500-32Cスイッチモデルの電源スロットカバー
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図 10 : Cisco Catalyst 9500ハイパフォーマンス C9500-32QC、C9500-48Y4C、および C9500-24Y4Cスイッチモデルの電源ス
ロットカバー

電源装置は冗長モードで動作できます。その場合、それぞれの電源装置は容量の約 50パーセ
ント、すなわち 60パーセント以下、40パーセント以上で動作します。1台の電源装置が故障
した場合は、もう一方の電源装置がシステム全体の電力を単独で供給できます。これはデフォ

ルトの推奨モードです。

電源モジュールの LED

1600WACおよびDC電源モジュールを除くACおよびDC電源モジュールには、次の LEDが
あります。

•電源ステータスを示すグリーン

•電源モジュールの障害を示すオレンジ色

表 1 : AC/DC電源モジュールの LED

説明ステータスLED

入力電源が供給されていません。消灯消灯
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説明ステータスLED

12 V補助出力はオン、12 Vメイン出力はオフ
です。

点滅グリーン

12 V補助出力と 12 Vメイン出力の両方がオン
になっています。電源は正常に機能していま

す。

点灯

警告が検出されました。

または

AC電源コードが適切に挿入されていません。

点滅オレンジ

重大なエラーが検出されました。点灯

1600 W ACおよび DC電源モジュールには、電源のステータスを示す 2色（グリーン/オレン
ジ）の LEDがあります。

表 2 : 1600 W AC/DC電源モジュールの LED

説明LEDステータス

入力電源が供給されていません。消灯

重大なエラーが検出されました。 PSU 12Vメイン出力はオフ
です。

オレンジに点灯

12 V補助出力と 12 Vメイン出力の両方がオンになっていま
す。電源は正常に機能しています。

グリーンに点灯

警告が検出されました。 PSU 12Vメイン出力はオンです。1Hzのオレンジ色の点滅

PSU 12Vメイン出力はオフで、12V補助出力はオンです。2Hzでグリーンに点滅

設置に関するガイドライン

•スイッチシャーシは、データセンターに固定されたキャビネットまたはラックに設置する
必要があります。

•梱包用の箱から電源装置を取り出し、梱包材を取り除きます。

•次の工具と機器を別途用意する必要があります。

• No.1プラスドライバ用のナットドライバアタッチメントまたはトルク機能付きのラ
チェットレンチ（DC入力電源装置のみに使用）。

•アース線：この線には、地域および国内の設置要件を満たすサイズを使用してくださ
い。米国で設置する場合は、AC電源システムに 8～ 14 AWG銅線を使用する必要が
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あります。米国以外で設置する場合は、地域および国の電気規格を参照してくださ

い。アース線の長さは、スイッチとアース設備の間の距離によって決まります。

•シャーシがアースに接続されていること。

•電源ケーブルが届く範囲内の電源に対応したレセプタクルが付けられていること。

• DC電源に接続する場合、電源モジュールへの接続に電源ケーブルを使用していることを
確認します。線のサイズは、コネクタの開口部のマイナスとプラスに接続する、マイナス

[-]のケーブルとプラス [+]のケーブルに対応します。電源コードは、ユーザー側で調達す
る必要があります。

•複数のDC入力電源装置を設置する場合は、それぞれを専用の回路ブレーカーまたはヒュー
ズで保護する必要があります。回路ブレーカーやヒューズは、電源装置の入力定格および

地域や国で定められた法令に適合するサイズのものを使用してください。

•電源の定格を次に示します。

•北米向け AC入力電源モジュール：110V回路で 16A。

•北米向け DC入力電源装置：公称 –48 VDC @ 37 Aにて（動作範囲：– 40.5～ – 56
VDC）。

•その他の国向け：各国および地域の規定に適合したサイズの回路。

•電源装置がすでにシャーシに取り付けられていること。

電源がオフであることを確認してください。さらに予防策として、回路の作業をしている場合

に誤って電源が再投入されないように、電源回路ブレーカーに適切な安全フラグおよびロック

アウト装置を設置するか、または回路ブレーカーのハンドルに粘着テープを貼り付けます。

注意

次の手順を実行する前に、DC回路に電気が流れていないことを確認してください。ステート
メント 1003

警告

電源装置の取り付け

電源装置の取り付け

電源装置をシャーシに挿入するには、次の手順に従います。

現場交換可能ユニットの取り付け
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手順

ステップ 1 ブランクカバーを取り外します。ブランクカバーは将来の必要時に備えて保管しておいてく
ださい。

ステップ 2 電源装置がいずれの電源にも接続されていないことを確認します。

ステップ 3 片手で電源装置のハンドルを持ち、電源装置のバックエンドを開いている電源装置ベイに合わ
せてセットします。図の例を参照してください（図には例として AC電源が示されています
が、DC電源装置も同じ方法で取り付けできます）。

ステップ 4 電源装置を電源装置ベイの奥まで完全に押し込みます。すると、電源装置前面のリリースラッ
チがカチッと閉まり、シャーシ内部や外部への電源装置の移動が防止されます。

電源モジュールが正しい方向でスロットに挿入されていることを確認します。電源

モジュールを逆方向に挿入すると、電源モジュールのオレンジ色の LEDが連続し
て点滅します。

（注）

図 11 :電源装置の取り付け

電源への接続

各電源ケーブルには、一方のコネクタが電源ソケットに、もう一方のコネクタが電源の前面パ

ネルに接続されるジョイントコネクタが付属しています。AC入力電源装置と DC入力電源装
置の取り付けは同じ手順に従いますが、それらを別々にアース接続する必要があります。

• AC入力電源装置：電源コードを電源装置と電源に接続すると自動的にアース接続されま
す。

• DC入力電源装置：電源装置はアースに直接接続しません。

電源装置ごとに 1本の電源コードを使用して電源装置を電源に接続します。

現場交換可能ユニットの取り付け
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AC電源への接続

電源に接続するには、次の手順に従います。

装置を電気回路に接続するときに、配線が過負荷にならないように注意してください。ステー

トメント 1018
警告

手順

ステップ 1 電源モジュールを電源に接続する前に、シャーシが適切にアース接続されていることを確認し
ます。

ステップ 2 電源ケーブルを電源に差し込みます。

ステップ 3 電源ケーブルのもう一方の端を、データセンターに付属の電源に接続します。

冗長モードを使用している場合、それぞれの電源装置を別々の電源に接続します。（注）

ステップ 4 LEDが点灯していて、オレンジまたは赤であることを確認することで、電源モジュールに電力
が供給されていることを確認します。電源モジュールの LED、および LEDが示す状態の詳細
については、「電源 LED」を参照してください。

初めて電源を入れたときは、LEDが数秒間オンになるので、LEDの機能を確認できます。LED
がオレンジまたは赤で点滅している場合は、電源モジュールと電源の電源接続をチェックしま

す。

DC電源への接続

DC電源装置を 1つまたは 2つの DC電源に直接接続するには、次の手順に従います。

次の手順を実行する前に、DC回路に電気が流れていないことを確認してください。ステート
メント 1003

警告

DC電源端子には、危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。端子が使
用されていない場合は必ずカバーを取り付けてください。カバーを取り付けるときに絶縁され

ていない伝導体に触れないことを確認してください。ステートメント 1075。

警告

現場交換可能ユニットの取り付け
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手順

ステップ 1 電源モジュールを電源に接続する前に、シャーシが適切にアース接続されていることを確認し
ます。

ステップ 2 DC電源ケーブルを DC電源に差し込みます。

ステップ 3 接続しているDCグリッド電源の回路ブレーカーで電源をオフにし、DCグリッド電源モジュー
ル上のすべての LEDが消灯していることを確認します。

ステップ 4 取り付けられている電源モジュールに応じて、次のように DC電源モジュールから DC電源に
2本のケーブルを取り付けます。

• C9K-PWR-1600WDC-Rまたは C9K-PWR-930WDC-Rを使用している場合は、次の手順を
実行します。

1. 各電源ケーブルの未接続端の被覆が端から 0.75インチ（19 mm）の長さではがされて
いない場合は、ワイヤストリッパを使用して被覆をこの寸法だけはがします。

2. マイナス側のケーブルをDC電源のマイナス端子に接続し、プラス側のケーブルを同
じ電源のプラス端子に接続します。

マイナス端子2プラス端子1

• PWR-C4-950WDC-Rを使用している場合は、次の手順を実行します。

現場交換可能ユニットの取り付け
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1. DC電源モジュールの前面にある端子ボックスの保護カバーを外します。

図 12 :保護カバーを取り外します。

2. 端子ボックスの 2つのナットを緩め、取り外します。端子ボックスには、電源端子用
の 2つのスロットがあります。各端子にはナットがあり、これらを使用して電源ケー
ブルを端子に固定します。

現場交換可能ユニットの取り付け
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図 13 :端子ボックスのナットの取り外し

3. プラス（+）DC電源ケーブル端子をRTN端子に、マイナス（–）DCコード端子を–48
V端子にナットで固定します。

ナットを締めるには、各ナットに 7 lbf.in（0.8Nm）〜 10 lbf.in（1.1Nm）のトルクを加
えます。

4. DC電源モジュールの端子ボックスを覆っている保護カバーを交換します。

ステップ 5 LEDが点灯していて、オレンジまたは赤であることを確認することで、電源モジュールに電力
が供給されていることを確認します。電源モジュールの LED、および LEDが示す状態の詳細
については、「電源 LED」を参照してください。

現場交換可能ユニットの取り付け
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初めて電源を入れたときは、LEDが数秒間オンになるので、LEDの機能を確認できます。LED
がオレンジまたは赤で点滅している場合は、電源モジュールと電源の電源接続をチェックしま

す。

電源装置の取り外し

手順

ステップ 1 取り外す電源装置の電源を次の手順でオフにします。

DC入力電源モジュールを取り外したら、その回路の電源をオフにして、電源装置の電源がオ
フになっていることを確認します。

ステップ 2 次のようにして、電源およびアースのケーブルを取り外します。

• AC入力電源装置の場合は、電源装置および電源に接続している電源ケーブルを抜きます。
• DC入力電源モジュールの場合は、電源モジュールと電源から電源ケーブルを取り外しま
す。

ステップ 3 次のようにして、電源装置をシャーシから取り外します。

a) 電源装置の右側にあるイジェクタラッチを押します。
b) ハンドルを使ってスロットから電源装置を途中まで引き出します。
c) 電源装置をスロットから完全に引き出します。

空のスロットに別の電源を取り付けずにスイッチを稼動する場合は、システム内の

適切なエアーフローを保証するためおよび安全上の理由から、空の電源装置スロッ

トにブランクカバーを再度取り付ける必要があります。

注意

シリアル番号の確認

シスコのテクニカルサポートに連絡する場合は、シリアル番号が必要です。これらの図は、シ

リアル番号の場所を示しています。show inventory EXECコマンドを使用して、シリアル番号
を確認することもできます。
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図 14 :電源装置のシリアル番号

ファンモジュールの取り付け

ファンモジュールの概要

スイッチモデルに応じて、5台の独立したファンモジュール（C9500-32Cおよび Catalyst 9500
シリーズスイッチ）、デュアルスタックファンを備えた2台のファントレイ（C9500-24Y4C、
C9500-48Y4C、および C9500-32QC）が用意されています。5つのファンモジュールを使用す
るモデルでは、スイッチは 4つの動作中のファンと 1つの非動作中のファンで動作できます。
故障したファンは可能な限り早期に交換してください。これにより、2台目のファンの故障に
よってサービスの中断を招く事態を避けることができます。

スイッチを起動するには、次の条件が満たされていることを確認してください。

• FAN-T4-Rおよび C9K-T2-FANTRAY=モジュールを使用するスイッチでは、少なくとも 4
台のファンが正常に動作している必要があります

• C9K-T1-FANTRAYモジュールを使用するスイッチには、すべてのファンが正常に動作す
る 2台のファントレイモジュールが必要です。

スイッチが必要最小限のファンの台数を満たしていない場合は、システムが過熱しないように

スイッチが自動的にシャットダウンします。

現場交換可能ユニットの取り付け
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説明サポートされるスイッチ製品番号

•各スイッチには、N+1冗
長モードで動作する 5台
の個別のファンモジュー

ルが含まれています。

•タイプ 4のホットスワッ
プ対応ファンモジュール

です。

Cisco Catalyst 9500シリーズス
イッチ：

C9500-12Q

C9500-24Q

C9500-40X

C9500-16X

FAN-T4-R=

Cisco Catalyst 9500シリーズハ
イパフォーマンススイッチ：

C9500-32C

C9K-T2-FANTRAY=

•各スイッチには、デュア
ルスタックファンを備え

た 2台のファントレイユ
ニットが含まれていま

す。

•ファントレイユニットの
ファンの 1台に障害が発
生した場合に機能しま

す。個別のファンは交換

可能ではないため、ファ

ンユニットを交換する必

要があります。

Cisco Catalyst 9500シリーズハ
イパフォーマンススイッチ：

C9500-32QC

C9500-48Y4C

C9500-24Y4C

C9K-T1-FANTRAY=

現場交換可能ユニットの取り付け
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現場交換可能ユニットの取り付け

ファンモジュールの概要



図 15 : FAN-T4-Rファンモジュールおよび C9K-T2-FANTRAY=

ファン LED3ファンアセンブリのレバー1

ファンアセンブリ固定ラッチ4ファン2

現場交換可能ユニットの取り付け
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現場交換可能ユニットの取り付け

ファンモジュールの概要



図 16 :デュアルスタックファン付きファントレイユニット

ファンアセンブリ固定ラッチ3ファン LED1

ファン4ファンアセンブリのレバー2

設置に関するガイドライン

ファンモジュールの取り外しと取り付けでは、次の注意事項に従ってください。

•ファンモジュールを無理にスロットに押し込まないでください。スイッチのピンがモジュー
ル側と合っていない場合に、ピンを破損するおそれがあります。

•ファンモジュールがスイッチにしっかり取り付けられていないと、システムの動作が停止
することがあります。

•このスイッチでは、ファンモジュールのホットスワップが可能です。スイッチの通常動作
を中断することなく、ファンモジュールを取り外して交換できます。

現場交換可能ユニットの取り付け
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現場交換可能ユニットの取り付け

設置に関するガイドライン



この機器の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告

ファンモジュールの取り付け

手順

ステップ 1 ファンモジュールのリリースハンドルをつかみ、モジュールを引き出します。

スイッチの過熱を防ぐため、ファンモジュールの交換は5分以内に完了してくださ
い。

注意

ステップ 2 ファンモジュールをファンスロットに取り付け、スロットに固く押し込みます。取手ではな
くモジュールの端に圧力をかけます。正しく挿入されれば、ファンモジュールとスイッチの背

面パネルの面が揃います。ファンが作動すると、ファンの左上のグリーンの LEDが点灯しま
す。

モジュールの取り付け作業や取り外し作業中に空のスロットに手を入れないでくだ

さい。露出した電気回路に接触すると感電する危険性があります。ステートメント
206

警告

現場交換可能ユニットの取り付け
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現場交換可能ユニットの取り付け

ファンモジュールの取り付け



図 17 : Cisco Catalyst 9500シリーズスイッチへのファンモジュールの取り付け

現場交換可能ユニットの取り付け
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現場交換可能ユニットの取り付け

ファンモジュールの取り付け



図 18 : Cisco Catalyst 9500ハイパフォーマンス C9500-32Cスイッチモデルへのファンモジュールの取り付け

現場交換可能ユニットの取り付け
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現場交換可能ユニットの取り付け

ファンモジュールの取り付け



図 19 : Cisco Catalyst 9500ハイパフォーマンス C9500-32QC、C9500-48Y4C、および C9500-24Y4Cスイッチモデルへのファン
モジュールの取り付け

ファンモジュールのシリアル番号の確認

ファンモジュールについてシスコのテクニカルサポートに連絡する場合は、ファンモジュー

ルのシリアル番号が必要です。シリアル番号の場所は、次の図を参照してください。

現場交換可能ユニットの取り付け
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現場交換可能ユニットの取り付け

ファンモジュールのシリアル番号の確認



図 20 : Cisco Catalyst 9500シリーズおよびハイパフォーマンススイッチ C9500-32Cスイッチのファンモジュールのシリア
ル番号

現場交換可能ユニットの取り付け
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現場交換可能ユニットの取り付け

ファンモジュールのシリアル番号の確認



図 21 : Cisco Catalyst 9500ハイパフォーマンス C9500-32QC、C9500-48Y4C、および C9500-24Y4Cスイッチモデルのファンモ
ジュールのシリアル番号

CLEI5製品番号1

中国の RoHS6生産国2

Moroccoロゴ7シリアル番号3

--PID/VID4

SSDモジュールの取り付け

SATA SSDモジュールの概要
SATA SSDモジュールは Field Replaceable Unit（FRU）として使用できます。SSDモジュール
には、モジュールのホットスワップを容易にするボタンがあります。データの損失を防ぐに

は、ホットスワップボタンを押して取り外しを要求し、システムがステータス LEDをオフに
して安全な取り外しを確認するまで待ちます。

現場交換可能ユニットの取り付け
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現場交換可能ユニットの取り付け

SSDモジュールの取り付け



図 22 : Cisco Catalyst 9500シリーズハイパフォーマンススイッチでサポートされる SATA SSD

青色ビーコン LED3ステータス LED1

--ホットスワップボタン2

次の表に、Cisco Catalyst 9500シリーズ高性能スイッチでサポートされる SATA SSDモジュー
ルの一覧を示します。

説明SATA SSD

Cisco Catalyst 9500シリーズ 240GB SATAメモリC9K-F1-SSD-240G

Cisco Catalyst 9500シリーズ 480GB SATAメモリC9K-F1-SSD-480G

Cisco Catalyst 9500シリーズ 960GB SATAメモリC9K-F1-SSD-960G

現場交換可能ユニットの取り付け
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現場交換可能ユニットの取り付け

SATA SSDモジュールの概要



SSDモジュールの取り付け

手順

ステップ 1 スイッチの SSDモジュールスロットのブランクカバーを取り外します。ブランクカバーは将
来の必要時に備えて保管しておいてください。

ステップ 2 SSDモジュールをUSB 3.0 SSDモジュールスロットに挿入し、スロットにしっかりと押し込み
ます。

図 23 : SSDモジュールの Cisco Catalyst 9500シリーズハイパフォーマンススイッチへの取り付け

ステップ 3 Cisco Catalyst 9500シリーズハイパフォーマンススイッチで、SSDモジュールの LEDが緑色に
点灯していることを確認します。

SSDモジュールの取り外し

手順

ステップ 1 CiscoCatalyst 9500シリーズハイパフォーマンススイッチでは、SSDモジュールのホットスワッ
プボタンを 4秒以上押し続けます。

現場交換可能ユニットの取り付け
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現場交換可能ユニットの取り付け

SSDモジュールの取り付け



システムは SSDモジュールとポートの電源を切断し、LEDが消灯してモジュールを取り外す
準備ができたことを示します。

また、安全な取り外しを示す次のメッセージがスイッチコンソールに表示されます。

*Mar 12 11:22:22.285: %IOSXE-3-PLATFORM: R0/0: kernel: ata1: irq_stat
0x00400040, connection status changed
*Mar 12 11:22:28.310: %IOSXE-4-PLATFORM: R0/0: kernel: ata1: limiting
SATA link speed to 1.5 Gbps
*Mar 12 11:22:33.613: %IOSXE-4-PLATFORM: R0/0: kernel: ata1.00: disabled

ステップ 2 モジュールスロットからSSDモジュールを取り外し、ブランクスロットカバーを挿入します。

SSDモジュールを交換する場合は、新しいモジュールをスロットに挿入します。詳細について
は、SSDモジュールの取り付け（30ページ）を参照してください。

現場交換可能ユニットの取り付け
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現場交換可能ユニットの取り付け

SSDモジュールの取り外し



現場交換可能ユニットの取り付け
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現場交換可能ユニットの取り付け

SSDモジュールの取り外し



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


